
　

こ
の
度
は
、
第
50
回
広
島
県
知

的
障
害
者
福
祉
大
会
な
ら
び
に
、

第
23
回
は
つ
ら
つ
大
会
（
本
人
大

会
）
が
、
あ
す
な
ろ
太
鼓
で
威
勢

よ
く
始
ま
り
、
「
明
日
に
向
か
っ

て
ひ
ろ
げ
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
と
ご
協
力

の
も
と
、
来
賓
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
ス
タ
ッ
フ
等
を
合
わ
せ
て
578

名
の
参
加
を
得
て
、
盛
会
の
う
ち

に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
心
よ
り

感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

記
念
す
べ
き
第
50
回
の
節
目
と

な
っ
た
一
般
大
会
は
、
大
会
主
題

「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
豊
か
に
生

き
る
た
め
に
」
の
も
と
、
ト
ー
ク

や
座
談
会
か
ら
参
加
者
に
多
く
の

学
び
と
示
唆
を
与
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
の
切
れ
目
の
な
い
、
継
続
し
た
支
援
の

重
要
性
を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

「
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
た
め
に
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
は
つ
ら
つ
大
会
で

は
、
参
加
者
同
士
が
交
流
を
深
め
る
こ
と

を
通
し
て
、
ど
の
分
科
会
も
楽
し
く
、
大

変
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
本
人

が
主
役
と
な
り
、
自
身
の
思
い
を
発
信

し
、
共
有
し
あ
え
る
場
が
持
て
た
こ
と

は
、
大
き
な
成
果
で
す
。

　

今
年
度
は
、
久
し
ぶ
り
に
一
般
大
会
と

は
つ
ら
つ
大
会
の
開
会
式
・
閉
会
式
を
合

同
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
閉
会
式
に
お

い
て
大
会
決
議
文
を
一
緒
に
発
表
し
た
こ

と
に
よ
り
、
一
般
参
加
者
と
本
人
参
加
者

が
互
い
を
よ
り
深
く
知
り
合
う
こ
と
が
で

き
、
両
大
会
が
一
体
と
な
る
意
義
深
い
機

会
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
両
大
会
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
貴

重
な
意
見
や
熱
意
を
大
切
に
、
私
た
ち
一

人
一
人
が
、
誰
も
が
地
域
で
安
心
し
て
、

豊
か
な
暮
ら
し
が
で
き
る
社
会
を
目
指

し
、
活
動
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令和8年3月1日（１）

お
互
い
を
よ
り
深
く
知
り
合
え
た
大
会

大
会
会
長　

（
広
島
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
会
長
）　

金
子 

麻
由
美

第50回広島県知的障害者福祉大会　三原・竹原大会
第23回はつらつ大会（本人大会）　三原・竹原大会

第
だい

23回
かい

はつらつ大
たいかい

会（本
ほんにん

人大
たいかい

会）三
み

原
はら

・竹
たけはら

原大
たいかい

会を振
ふ

り返
かえ

って
はつらつ大

たい

会
かい

会
かいちょう

長　河
こう

野
の

　靖
やす

範
のり

今
こんかい

回のはつらつ大
たいかい

会三
み

原
はら

・竹
たけ

原
はら

大
たいかい

会の開
かいかいしき

会式・閉
へいかいしき

会式は一
いっぱん

般大
たいかい

会と合
ごうどう

同で行
おこな

われ、多
おお

くの参
さん

加
か

者
しゃ

、来
らい

賓
ひん

の
方
かた

に参
さん

加
か

していただきました。親
おや

の参
さん

加
か

人
にん

数
ずう

よりも僕
ぼく

たち本
ほん

人
にん

の参
さん

加
か

人
にん

数
ずう

が多
おお

く、一
いっしょ

緒にすることで会
かいじょう

場が
盛
も

り上
あ

がったのではないでしょうか。
今
こんかい

回のはつらつ大
たいかい

会は、３つの分
ぶ ん か か い

科会に分
わ

かれて行
おこな

いました。第
だい

１分
ぶ ん か か い

科会は「行
ぎょうせい

政との話
はな

し合
あ

い」「グ
ループワーク」、第

だい

２分
ぶん

科
か

会
かい

は「三
み

原
はら

やっさ踊
おど

り」「やっさだるマン、かぐやパンダとの交
こうりゅう

流」、第
だい

３分
ぶん

科
か

会
かい

は「竹
たけ

原
はら

まちなみ観
かん

光
こう

」に行
い

きました。
第
だい

１分
ぶん

科
か

会
かい

では、午
ごぜんちゅう

前中「行
ぎょうせい

政との話
はな

し合
あ

い」が行
おこな

われました。事
じ

前
ぜん

に用
よう

意
い

した質
しつ

問
もん

にわかりやすく答
こた

えていただけたと思
おも

いま
す。会

かいじょう

場からの質
しつ

問
もん

にも丁
てい

寧
ねい

に回
かい

答
とう

してもらえました。ただ、全
すべ

て納
なっ

得
とく

できるものでは無
な

かったと思
おも

いますので、これからも行
ぎょうせい

政
と様

さまざま

々な話
はなし

ができる場
ば

があればと思
おも

います。午
ご

後
ご

の「グループワーク」では、グループに分
わ

かれて、自
じ

分
ぶん

の余
よ

暇
か

のことやこれから
したいこと、今

いま

の自
じ

分
ぶん

についてや将
しょうらい

来の自
じ

分
ぶん

について話
はな

し合
あ

いをしました。各
かく

グループでは、色
いろ

々
いろ

な意
い

見
けん

が出
で

て大
たい

変
へん

盛
も

り上
あ

がりま
した。特

とく

に「恋
れん

愛
あい

や結
けっ

婚
こん

」の単
たん

語
ご

が出
で

ると会
かいじょう

場全
ぜんたい

体が大
おお

きく盛
も

り上
あ

がったと思
おも

います。お昼
ひる

のお弁
べん

当
とう

も「美
お い

味しかった」と好
こうひょう

評で
した。

第
だい

２分
ぶん

科
か

会
かい

では、午
ごぜんちゅう

前中は「三
み

原
はら

やっさ踊
おど

り」を楽
たの

しみました。「やっさやっさ」のかけ声
ごえ

で、みんな楽
たの

しく踊
おど

ることができ、
踊
おど

る姿
すがた

もユーモラスで笑
え

顔
がお

になる時
じ

間
かん

となりました。午
ご

後
ご

からは、色
いろ

々
いろ

なアトラクションがあり、ゲームを楽
たの

しみながら、やっさ
だるマンとかぐやパンダとの交

こうりゅう

流を楽
たの

しめました。
第
だい

３分
ぶん

科
か

会
かい

の「竹
たけ

原
はら

まちなみ観
かん

光
こう

」では、グループに分
わ

かれ、ガイドもついてくれて、普
ふ

段
だん

なら通
とお

り過
す

ぎてしまうような場
ば

所
しょ

も
観
かん

光
こう

でき、知
し

ることができたそうです。食
しょくじ

事もおいしく、その後
あと

の交
こうりゅうかい

流会もみんな笑
え が お

顔で楽
たの

しく過
す

ごせたそうです。
それぞれの分

ぶん

科
か

会
かい

で、みんながけがもなく楽
たの

しめたのではないでしょうか。
閉
へいかいしき

会式の決
けつ

議
ぎ

文
ぶん

発
はっぴょう

表では、全
ぜんいん

員が大
おお

きな声
こえ

で発
はっぴょう

表できていて良
よ

かったと思
おも

います。
来
らいねん

年の福
ふくやま

山大
たいかい

会でもみんなが元
げん

気
き

で会
あ

えたらと思
おも

います。











（６）令和8年3月1日

　

障
害
の
あ
る
人
が
、
安
心
し
て
地
域

で
暮
ら
す
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
地
域

支
援
体
制
づ
く
り
が
あ
れ
ば
い
い
の

か
？
と
い
う
内
容
に
興
味
が
あ
り
研
究

会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
座
談
会
で
は
、
３
人
の
講
師

の
方
の
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
の
い

ろ
い
ろ
な
お
話
を
お
聴
き
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
制
度
の
歴
史
な
ど

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
し

た
。
テ
ー
マ
ご
と
（
①
暮
ら
し
②
医
療

③
地
域
連
携
④
成
年
後
見
⑤
そ
の
他
）

に
分
か
れ
て
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

私
は
③
地
域
連
携
の
グ
ル
ー
プ
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
地
域
生
活
支
援

拠
点
等
な
ど
の
話
が
出
ま
し
た
が
、
広

島
県
内
で
も
市
町
が
違
う
と
取
組
の
内

容
が
違
っ
て
い
る
こ
と
、
同
じ
広
島
市

で
も
各
区
で
の
地
域
特
性
が
違
う
の
で

進
め
方
が
違
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
わ

か
り
、
い
ろ
い
ろ
と
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
時
間
が
足

り
な
い
と
感
じ
る
く
ら
い
話
が
尽
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
研
究
会
の
中
の
お
話
で
、
以

前
か
ら
広
島
県
は
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
の
人

が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
セ
ル

フ
プ
ラ
ン
の
人
へ
の
支
援
が
難
し
い
こ

と
、
そ
も
そ
も
相
談
支
援
員
が
足
り
な

い
実
態
が
あ
り
、
そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
見

え
る
化
し
た
実
態
調
査
を
す
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
お
話
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
を
口

だ
け
で
な
く
、
目
で
見
え
る
よ
う
に
す

る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
実
態
を
把
握

し
て
具
体
的
に
行
政
な
ど
に
伝
え
て
い

く
こ
と
も
必
要
な
の
で
は
と
い
う
お
話

に
、
漠
然
と
困
っ
て
い
る
と
い
う
よ

り
、
何
に
困
っ
て
い
る
か
を
把
握
し
て

き
ち
ん
と
伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
チ
ー
ム
や
関

係
者
同
士
で
連
携
す
る
こ
と
な
ど
の
大

切
さ
も
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た

機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

第
２
回
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
研
究
会
に
参
加
し
て

広
島
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
安
佐
北
区
支
部　

小
川 

優
子

　

８
月
２
日
、

国
立
重
度
知
的

障
害
者
総
合
施

設
の
ぞ
み
の
園

理
事
の
古
川
慎

治
様
よ
り
、
「
障
害
者
の
暮
ら
し
と
支

援
」
～
強
度
行
動
障
害
と
高
齢
化
・
重

度
化
を
中
心
に
～
に
つ
い
て
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
に
令

和
４
年
10
月
４
日
に
設
置
さ
れ
た
「
強

度
行
動
障
害
を
有
す
る
者
の
地
域
支
援

に
関
す
る
検
討
会
」
全
８
回
を
ウ
エ
ブ

上
で
拝
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
古
川
様

の
ご
意
見
や
思
い
は
存
じ
上
げ
て
お
り

ま
し
た
が
、
そ
の
造
詣
の
深
さ
に
改
め

て
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

本
人
が
つ
ぶ
れ
な
い
よ
う
に
抱
え
込

ま
ず
、
相
談
支
援
や
作
業
所
、
行
政
に

も
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
重
要
性
。
託
せ

る
仕
組
み
を
考
え
る
中
で
、
不
安
や
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が

「
本
人
と
の
今
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」

と
、
心
を
軽
く
し
背
中
も
押
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

は
、
息
子
は
何
が
好
き
で
何
が
嫌
い
な

の
か
…
ど
の
よ
う
な
人
間
な
の
か
。

「
支
援
者
が
迷
っ
た
時
、
親
の
気
持
ち

が
後
押
し
を
す
る
」
と
言
っ
て
く
だ
さ

り
支
援
者
さ
ん
に
息
子
の
未
来
を
託
す

べ
く
、
書
き
残
す
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

繋
が
り
ま
し
た
。
一
番
心
に
残
っ
た
ご

教
授
は
、
「
ご
家
族
の
方
は
、
本
人
に

愛
情
と
楽
し
い
思
い
出
と
い
う
記
憶
の

財
産
を
残
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
施

設
の
職
員
さ
ん
が
旅
行
等
い
く
ら
楽
し

い
行
事
を
行
っ
て
も
、
や
は
り
本
人
さ

ん
は
昔
の
家
族
旅
行
の
写
真
を
楽
し
そ

う
に
眺
め
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

日
々
の
思
い
出
作
り
は
、
私
に
し
か
で

き
な
い
こ
と
で
あ
り
、
息
子
に
と
っ
て

そ
れ
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
だ
と

大
変
心
に
響
き
ま
し
た
。
楽
し
み
な
が

ら
「
今
や
れ
る
こ
と
は
、
今
や
る
」
を

実
行
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
育
成
会
活
性
化
事
業
研
修
会
か
ら
学
ん
だ
こ
と

広
島
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
副
会
長　

柏
田 

潤
子



令和8年3月1日（７）

　令和７年４月21日(月)佐伯区地域

福祉センターにて、いつかいちむぎ

の家作業所の保護者を対象とした

「なんでも相談会＆おしゃべり会」

を開催しました。

　講師として、広島県手をつなぐ育成会副会長の

柏田潤子さんに来ていただきました。

　まず、二つのグループに分かれて自己紹介や困

りごとなどを話し合い、柏田さんからそれぞれの

質問にお答えいただきました。他の方の困りごと

が自分に通ずるものがあり、改めて気づくことが

できました。知らなかった制度のことや将来に向

けて何を準備したらいいのかなど、貴重なアドバ

イスをたくさんいただきました。また、改めて保

護者同士で困りごとを共有することで、より気持

ちが繋がった感じがしてよかったです。

　「なんでも相談会＆おしゃべり会」を企画して

いただきありがとうございました。

気持ちの繋がりが持てました
いつかいちむぎの家作業所　代表　筒井 宏子

　令和７年10月５日（日）午後「学習会＆おしゃ

べり相談会」を行いました。長年知的障害者相談

員をされている３名の講師に来ていただき、中身

の濃い２時間半となりました。 

　学習会では、①県育成会の柏田副会長から、

「自閉症などの障害の名称が変わった事で、何が

変わったのか」最新の知識を学ぶ。②県育成会の

中尾常務から、「卒業して数年の子どもの様子の

変化を感じとり、課題にぶつかった時にどう対応

するのがよいか」を学ぶ。③ままっ子クラブの新

元代表から、居場所づくりとして令和７年４月に

立ち上げられた「社団法人ゆうみん」の経緯や内

容など、３名の方にお話いただきました。 

　おしゃべり相談会では、参加保護者９名が相談

員のいる三つのグループに分かれて、じっくり話

をしてもらったり聞いたりと、少人数ならではの

打ち解けた場となりました。 皆さんいい表情にな

られて、帰路につかれました。 

学習会＆おしゃべり相談会
北部手をつなぐ育成会ゆるるん会長　伊藤 ゆかり

　廿日市市手をつなぐ育成会の若手グループで作る「未

来＋会議」で、１月12日（月祝）におしゃべり会・相談

会を開催しました。「知的障害者の暮らしとは…」とい

うテーマで、まずは「道草」という映画を鑑賞しまし

た。その後、金子会長から「行動障害のある方の暮らし

を考えよう」という演題でお話をしていただきました。

最後は、グループワーク。５～６名のグループに分かれ

て、日ごろの悩みや将来について、様々な話をすること

ができました。

　開催決定から当日までの日にちが少なかったのです

が、当日は育成会会員以外の当事者ご家族、学校関係者

や社協、ヘルパーさんなど支援者の方々など28名の参加

があり、「小さな努力の積み重ねがいつか大きな力にな

ると信じたいと思った」、「ヘルパーさんとの信頼関係

の大切さ、外出することの効果を感じた」等の感想をい

ただきました。

　今回の参加者か

ら、新たに育成会に

加入していただけた

方もおり、今後も活

動を続けていきたい

と思います。

新たな会員の加入！
廿日市市手をつなぐ育成会・未来＋会議代表　中澤 恵美子

　この度、おおの手をつなぐ育成会会長を

務めさせていただくことになりました。ど

うぞよろしくお願いいたします。

　私たちの会は、規模が小さく、会員の高

齢化もあり活発な活動はしていませんが、

知的障がいのある子どもを持つ親の一人と

して、長い年月、喜びや悩み、不安と向か

い合いながら共に歩んできました。今、私

たちの子どもたちも高齢となり、地域の中

でそれぞれの生活を大切にしながら暮らし

ています。言葉で十分に表せなくても「安

心して暮らしたい」「地域の一員として認

められたい」という思いを日々の姿から感

じています。

　これからも、親や家族、そして地域の皆

様とつながりながら本人の思いに寄り添

い、安心して参加できる温かい支部活動を

進めていきたいと考えています。今後とも

ご理解とご協力をよろしくお願いいたしま

す。

本人の思いに寄り添い、安心して
参加できる温かい支部活動を目指して

おおの手をつなぐ育成会会長　叶井 美智子

地域育成会支部の活動紹介
　広島県手をつなぐ育成会には、「地域育成会支部（23支部）」と「施設保護者会支部（52支部）」があります。

　各支部では、各地域の実情に合わせた様々な取組を行っています。各支部の取組を紹介します。



たくさんの人が参加してくれました

午後・男子の部受賞者全員集合

飛び賞のメダル授与おめでとうございます

宣誓！私達選手一同は明るく楽しくプレイして
一人一人のベストスコアを目指すことを誓います！

（８）令和8年3月1日

　12月６日（土）、広島市佐伯区にあるミスズボウルにて、「2025ボウリンピックinはつかいち」を開催しました。

　18団体220名（選手134名、支援者・役員等86名）の参加があり、熱気あふれるゲーム展開に一喜一憂する姿

が見られました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボウリンピックinはつかいち開催

　初めてボウリング大会に参加して、本当は優勝したかったんですけど。惜しくも３位でした。

　それでも自分は相当満足でした。

有田 朝陽2025ボウリンピックに参加して

　９月24日に育成会総合福祉センターで開催された「広島県知的障害者相談員研修

会」に参加しました。この研修会に福山から参加するのは３回目になります。今回

は、「上手な聞き方・人の悩みの適切な聞き方」と題して、講師のコンサルテーシ

ョンサポート森の入り口代表金丸博一さんのお話から始まりました。

　相談を聞くときは、インタビューするように話を聞くこと、繰り返し聞き続ける

こと、また、話をする時には、否定的な言葉は言わない、聞く姿勢を大切にすると

ともに感情と事実を切り分け、整理すること

が大切ですとお話してくださいました。

　午後のグループワークでは、相談員が持ち

寄った各地域での事例検討や情報交換をしました。相談員として登

録しているが、相談が殆どないと言われた方もいらっしゃいまし

た。私の周りでも、知的障害者相談員をご存じない方や育成会に関

わって初めて知った方もおられました。

　相談員だけでは、問題の解決にはならないこともありますが、皆

さんに知ってもらうことが大切です。

広島県知的障害者相談員研修会に参加して 福山市知的障害者相談員　東谷 京子
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情
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ス
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ま
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手
話
ダ
ン
ス
や
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ
の

販
売
も
あ
り
、
障
害
者
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。

　

こ
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、
障
害
者
理
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だ
く
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と
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の
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と
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の
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詳
し
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ま
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。

　

「
び
ん
ご
隊
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は
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福
山
手
を
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ぐ
育

成
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神
辺
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成
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一
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活
動
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現
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９
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９
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８
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。
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。
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。
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。
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。

　

「
び
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ご
隊
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加
わ
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で
私
た
ち

も
元
気
に
な
れ
る
気
が
し
ま
す
。
今
後
と

も
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動
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え
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に
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各
学
校
へ
の
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張
り
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い
と
思
い
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す
。

令和8年3月1日（９）
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０
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２
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廿
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０
２
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。
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廿
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ま
し
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ャ
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が
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、
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。
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ま
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い
る
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も
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ま
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令
和
８
年
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に

は
あ
び
隊
初
出
動
か

ら
15
年
目
に
な
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ま

す
。
当
時
40
代
だ
っ

た
隊
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な
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、
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ろ
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ろ
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学
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、
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た
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ま
す
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広
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も
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っ
て
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わ
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が
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、
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。
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。
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」
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を
つ
な
ぐ
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成
会
理
事
長　

槙
本 

里
子



（10）令和8年3月1日

参加者63名（本人）・支援者他29名・計92名

　準備から運営まで、できるだけはつらつ友の会代表者でやろうということで、事前準備から会場設営、司会

進行、弁当配付、そして交流会のクイズの問題を考えるなど、たくさんの仕事を頑張りました。当日の受付

は、広島フレンドの会に担当していただきました。

【助言者・金丸博一様感想】

　本日は、和気あいあいと交流ができて、天国のような雰囲気でした。皆さんの発言などを見ていると、未来

は発展的だと感じました。

【役員感想】

●悩みがある時は、色々な人に相談すればいいことがわかった。

●役員は忙しかったけど、とても楽しかった。　●又村さんの話と相談会はとてもとてもよかった。

●○×クイズは、地元の人が間違えるような難しく絶妙な問題だった。

令和７年度はつらつ友の会活動報告

本人による本人のための相談会＆交流会

はつらつ大会 はつらつ大会参加者数　239人（支援者含む） 令和７年11月30日（日）

令和８年２月１日（日）

全員集合！楽しかったね

当日・司会、挨拶 相談会の助言者事前に集まって景品などを準備

弁当配付

会場に設置した「はつらつ友の

会」の活動紹介パネル。見てい

ただけましたか？

分科会③「バス観光」

竹原まちなみ観光＆交流会

大会前に集まって決議文

発表の練習をしました

会場視察・立ち位置など、

当日の動きも考えました

分科会②「エンジョイ」

やっさ踊り体験

分科会①「学習」午前

「行政との話合い」

分科会①「学習」午後

「グループワーク」



　まず令和７年度の事業として、安佐北区にある多機

能型事業所ふたつかの里（就労継続支援Ｂ型・生活介

護）においてスーパーバイズを開催しました。

　講師の賀茂精神医療センター元山淳氏による的確な

アドバイスや指導を受けることができました。

　事業所見学は「因島であいの家」を訪問し、広島県

手をつなぐ育成会顧問副島宏克氏と法人職員による地

域社会での取組、経営戦略、育成会活動の実践について貴重なお話を

伺いました。これは令和６度職員研修において「私の歩んだ事業所人

生」の演題で講演いただき、その第２弾として、実際に法人に伺い、

その実践を見てみたいという強い要望があったからです。

　きらきらフェアも３回目を迎え、おそろいのTシャツで会場に一

体感が生まれ、ステージ発表も充実し、販売活等も最高の収益を

上げることができました。

　７月に開催した総会の後、森木聡人氏による職員研修「虐待防

止研修」を実施し、いかに支援の質を高めるかを学び、虐待の芽

を早期に摘み取ることの大事さを学びました。その後、会場をエ

ールエール屋上ビアガーデンに移しての情報交換会は、大いに飲

み、語り合い、親睦を深めることができました。

　加えて新たな取組として、24時間テレビ48（広島テレビ）での

販売活動を行うことができました。

　また、令和７年度全国手をつなぐ事業所協議会全国研修大会東

京大会では、事業所協議会を代表して高田副会長、三上幹事、事

務局より中尾常務理事、郡司事務局員が参加し、東京大会で得た

学びや気づきを令和８年度開催の広島大会に活かして行きたいと

思います。

　令和７年度は、加盟事業所の結束の強化だけではなく、加盟事

業所増加にも力を入れた結果、就労継続支援Ｂ型事業所「作業所

わくわく」、「ハレソーシャルハウス」、重症児放課後等デイサ

ービス「バナトール」、「銀の匙ちよだ」の４事業所が加盟しま

した。また１事業所が加盟を検討中です。しかし、残念ながら２

事業所が閉所を検討中であります。地道に有意義な活動を行って

きても経営力が無

ければならないと痛感しています。事業所協議会加盟事業所は

小規模な事業所ばかりですが、皆が連携し経営力向上への取組

を推し進めていかなければなり

ません。

　令和８年度開催される事業所

協議会全国研修大会広島大会第

２分科会において事業所協議会

の取組を報告しますので、ぜひ

ともご参加いただければと願っ

ております。

　反省すべき点として、若手・

管理者部会を開催することができませんでした。場所・開催方法等を検討し、

令和８年度からは活動を活性化していきます。

　このように令和８年度に向けて、事業所間で活発な意見交換や有意義な活動

を行い、全国研修大会広島大会が事業所協議会活性化の起爆剤になり、事業所

の活性化、さらに事業所間の連携強化に向けての活動を行っていきたいと思っ

ております。皆様、どうかご協力お願いいたします。

令和8年3月1日（11）

令和８年度に向けて 広島県障害者福祉事業所協議会会長　春木 強

スーパーバイズinふたつかの里

研修会

24時間テレビ48　販売活動

きらきらフェア

令和８年度事業所協議会全国大会チラシ



（12）令和8年3月1日

【互助制度保険料の値上げについて】

　令和８年４月より、互助制度保険料を改定することとなりました。

　互助制度保険料は、育成会保険料(入院に関わる保険)とAIG損保保険料(ケガの補償・他人への損害賠償)から

成っています。互助制度保険料については、平成26年度に現行の制度が始まってから、11年間据え置いてきま

した。この間、２度のAIG損保保険料の値上げがありましたが、育成会の保険料を減額し、加入者様からいただ

く互助制度保険料は、変更せずに運営してまいりました。

　しかし、令和８年４月より、AIG損保保険料が再度値上げとなります。また、諸物価の高騰により、互助制度

の運営経費も上昇しており現行の保険料で運営していくことが困難な状況となります。

　互助制度運営員会・育成会三役会等で協議を重ねた結果、次のとおり互助制度保険料を改定いたします。今

後も皆様方に安心をお届けできるよう努めてまいりますので、ご理解いただきますようお願いいたします。

互助制度保険料　　Ａプラン　１２，０００円(旧)　→　１３，２００円(新)

　　　　　　　　　Ｂプラン　１８，０００円(旧)　→　１９，８００円(新)

【「互助制度」と「生活サポート総合補償制度」について】

　令和７年度より互助制度の個人賠償責任補償の審査基準が厳格になり、保護者（加入者）と障害者本人（被

保険者）が離れて生活している場合、保険が適用されない場合があります。このようなケースをカバーするた

め、生活サポート総合補償制度を導入いたしました。特に施設入所者、グループホーム利用者等で個人賠償責

任補償（他人へケガをさせる、物を壊す）が心配の方は、生活サポート総合補償制度への変更をご検討くださ

い。保護者と障害者本人が一緒に生活されている方は、互助制度で今までと同じ補償が受けられます。

　詳しくは、各支部の互助制度担当者、または、広島県手をつなぐ育成会互助制度担当者（宝田）まで、お気

軽にお問合せください。

広島県手をつなぐ育成会「互助制度」（保険制度）からのお知らせ

令和８年３月22日（日）　10:00～　理事会

　　　　　　　　　　　　13:00～　臨時総会　

　　　　５月16日（土）　13:00～　理事会　

　　　　５月31日（日）　13:00～　総会・懇談会

　　　　７月４日（土）　広島県障害者福祉事業所協議会　きらきらフェア

　　　　７月11日（土）　広島県障害者福祉事業所協議会　総会・研修会

　　　　９月19日（土）　全国手をつなぐ事業所協議会全国研修大会広島大会

　　　　10月４日（日）　第51回広島県知的障害者福祉大会　福山大会

　　　　　　　　　　　　第24回はつらつ大会（本人大会）　福山大会

　　　　11月１日（日）　第11回全国手をつなぐ育成会連合会全国大会（神戸大会）

　　　　11月14日（土）～15日（日）

　　　　　　　　　　　　第14回手をつなぐ育成会中国・四国大会（徳島大会）

　　　　　　　　　　　　第14回手をつなぐ育成会すまいる大会（徳島大会）

　

　　　　（日程未定）

　　　　　　　　７月頃　安心して暮らせる地域づくり研究会

　　　　　　　　12月頃　第31回広島県知的障害者スポーツ大会（ボウリング)

　　　　　　　　　　　　「2026ボウリンピックinひがしひろしま」（賀茂ボウル）

　　　　　　　　１月頃　はつらつ友の会主催「本人による本人のための相談会＆交流会」

令和８年度の行事予定

令和８年度の行事は以下の予定になっています。
未定の行事につきましては、決まり次第各支部にお知らせいたします。
多くの皆様にご参加いただきますよう、よろしくお願いいたします。


